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国
際
テ
ロ
情
勢

１ 「
ア
ル・
カ
ー
イ
ダ
」の

　

 

台
頭
と
米
国
に
お
け
る

　

 

同
時
多
発
テ
ロ
事
件

一　
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
の
台
頭

　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
一
二
月
、
旧
ソ
連

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
軍
事
介
入
に
際
し
、

エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
多
数
の
ア
ラ
ブ
諸

国
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
義
勇
兵
と
し
て
集
ま

り
、
旧
ソ
連
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
（
平

成
一
三
年
）
九
月
に
発
生
し
た
「
米
国
に
お
け
る
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
」（
以
下
「
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
」
と
い
う
。）
の
首
謀
者
と
し
て
国
際
手
配
さ

れ
て
い
る
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
も
、
そ
の
中
の

一
人
で
し
た
。

　

一
九
八
九
年
（
元
年
）
に
、
旧
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤
退
す
る
と
、
彼
ら
と
戦
っ
て
い
た

イ
ス
ラ
ム
義
勇
兵
は
、
そ
の
多
く
が
母
国
に
帰
国
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
母
国
で
必
ず
し
も
歓

迎
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
西
洋
文
化
が
氾は

ん

濫
す
る
母
国
の
姿
に
失
望
し
、
そ
う
し
た
母
国
の
西

洋
化
が
、彼
ら
の
目
に
は
「
堕
落
」
と
映
り
、こ
れ
が
、

彼
ら
を
過
激
化
さ
せ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

は
、「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
を
結
成
し
、
帰
還
兵
が

結
集
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

湾岸戦争（1991年（平成３年）１月）（時事）

を
問
わ
ず
、
ま
た
、
場
所
を
問
わ
ず
殺
害
す
る
こ
と

を
命
じ
る
宗
教
令
（
フ
ァ
ト
ワ
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宗
教
令
は
、
米
国
権
益
に
対
す
る
テ
ロ
を
宗

教
的
義
務
と
し
た
点
で
、
事
実
上
の
米
国
へ
の
宣
戦

布
告
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
（
二
年
）
八
月
、
イ
ラ

ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
こ
と
に
伴

い
、
湾
岸
戦
争
が
勃ぼ

っ

発
し
、
米
軍
は
、
イ

ス
ラ
ム
教
の
聖
地
が
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
国
内
に
駐
留
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
聖
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
米
国
と
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王

家
の
打
倒
を
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

が
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
八
年
（
一
〇
年
）
二
月
、
オ
サ

マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
、エ
ジ
プ
ト
の
「
イ

ス
ラ
ム
集
団
」、「
ジ
ハ
ー
ド
団
」、
パ
キ

ス
タ
ン
の
「
ハ
ル
カ
ト
・
ウ
ル
・
ム
ジ
ャ

ヒ
デ
ィ
ン
」、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
「
ハ

ル
カ
ト
・
ウ
ル
・
ジ
ハ
ー
ド
」
等
の
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
と
連
携
し
、「
ユ
ダ
ヤ
と
十
字

軍
に
対
す
る
聖
戦
の
た
め
の
国
際
イ
ス
ラ

ム
戦
線
」
を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
米
軍

が
イ
ス
ラ
ム
の
地
を
出
て
い
く
ま
で
は
、

米
国
人
と
そ
の
同
盟
者
を
、
市
民
、
軍
人
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二
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
に
よ
る
テ
ロ
事
件

ニ
ス
タ
ン
等
の
そ
れ
ま
で
の

主
な
活
動
拠
点
だ
け
で
な

く
、
旧
ソ
連
諸
国
や
中
央

ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も

影
響
を
拡
大
さ
せ
、
一
般
市

民
を
も
巻
き
込
ん
だ
テ
ロ
を

相
次
い
で
実
行
し
て
い
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
（
一
二

年
）
一
〇
月
に
は
、
イ
エ
メ

ン
の
ア
デ
ン
港
沖
に
停
泊
し

て
い
た
米
国
海
軍
の
駆
逐
艦

「
コ
ー
ル
号
」
に
、
爆
弾
を

搭
載
し
た
ボ
ー
ト
を
突
入
さ

せ
、
米
国
人
乗
員
一
七
人
が

死
亡
し
、
三
九
人
が
負
傷
す

る
テ
ロ
事
件
を
引
き
起
こ
し

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年

（
一
三
年
）
九
月
、「
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
」
が
発
生

た
。
そ
れ
ま
で
、
ケ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
は
低
い
と
み
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
件
は
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
脅
威
を
改

め
て
示
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
は
、
そ
の
後
も
、
ア
フ
ガ

し
ま
し
た
。
本
件
は
、
旅
客
機
四
機
を
同
時
に
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
し
、
乗
員
・
乗
客
と
共
に
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
及
び
米
国
防
総
省
に
突
入
す
る
と
い
う
前

例
の
な
い
手
口
に
よ
り
、
テ
ロ
事
件
と
し
て
は
過
去

最
悪
の
約
三
、〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
、世
界
に

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

同
月
、
米
国
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
長
官
は
、

事
件
に
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
関
与
し
て
い

る
こ
と
を
公
表
し
、
翌
一
〇
月
、
米
国
は
、
オ
サ

マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
庇ひ

護ご

下
に
置
い
て
い
る
と

し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
実
効
支
配
す
る
タ
リ

バ
ー
ン
政
権
に
対
す
る
軍
事
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
政
権
は
、同
年
一
二
月
、最
後
の
重
要
拠
点
で
あ
っ

た
カ
ン
ダ
ハ
ル
を
明
け
渡
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統

領
は
、対
タ
リ
バ
ー
ン
戦
の
勝
利
を
宣
言
し
ま
し
た
。

黒煙を上げる米国防総省（2001年（平成13年）９月）（時事）

炎上する世界貿易センタービルとマンハッタンの高層ビル群（2001年（平成13年）９月）（時事）

　

一
九
九
八
年
（
一

〇
年
）八
月
、ケ
ニ

ア
及
び
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
米
国
大
使
館
前
で

爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発

生
し
、
合
わ
せ
て
約

三
〇
〇
人
が
死
亡
、

五
、〇
〇
〇
人
以
上

が
負
傷
し
ま
し
た
。

　

米
国
は
、
本
件

に
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
が
関
与
し
て

い
た
と
断
定
し
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
及

び
ス
ー
ダ
ン
に
お
け

る
同
人
に
関
連
す
る

と
み
ら
れ
る
施
設
に

対
し
て
、
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
を
実
施
し
ま
し



45

２ 
最
近
の
国
際
テ
ロ
情
勢

一　
国
際
テ
ロ
情
勢

　

二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）
九
月
の
「
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
」
以
降
、
各
国
政
府
が
テ
ロ
対
策
を
強

化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

が
世
界
各
地
で
テ
ロ
を
敢
行
す
る
な
ど
、
そ
の
脅
威

は
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
率
い
る
「
ア
ル
・
カ
ー
イ

ダ
」
は
、
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
を
支
持
し
た
国
々

や
親
米
湾
岸
・
ア
ラ
ブ
諸
国
を
非
難
し
、
全
世
界
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
向
け
て
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
を
呼

び
掛
け
る
声
明
を
繰
り
返
し
発
し
て
お
り
、
他
の
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

中
東
で
は
、
二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
五
月
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
リ
ヤ
ド
の
外
国
人
居
住
区
に
対
す

る
自
爆
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
ほ
か
、
二
〇
〇
四
年

（
一
六
年
）
に
も
、
同
国
で
外
国
人
居
住
区
や
米
国

総
領
事
館
が
襲
撃
さ
れ
る
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
レ
バ
ノ
ン
で
は
、
二
〇
〇
五
年
（
一
七

年
）
二
月
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
ハ
リ
リ
前
首
相
が
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ク

で
は
、
同
年
四
月
に
移
行
政
府
が
発
足
し
た
後
も
、

テ
ロ
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
と
関

スペイン・マドリードにおける同時多発列車爆破テロ事件（2004年（平成16年）３月）（時事）

係
を
有
す
る
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
複
数
の
大
規
模
・
無

差
別
テ
ロ
を
敢
行
し
、
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
複
数
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
連
携
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

欧
州
で
は
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）

三
月
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
、
複

数
の
列
車
が
同
時
に
爆
破
さ
れ
、
一
九
一

人
が
死
亡
、一
、六
〇
〇
人
以
上
が
負
傷
し

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
同
年
八
月
、
二

機
の
国
内
線
航
空
機
が
同
時
に
爆
破
さ

れ
、
九
〇
人
が
死
亡
し
た
ほ
か
、
同
年
九

月
に
は
、
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
の
学
校
が

占
拠
さ
れ
、
銃
や
爆
発
物
等
で
約
三
三
〇

人
が
死
亡
、
七
〇
〇
人
以
上
が
負
傷
し
ま

し
た
。

　

英
国
で
は
、
二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）

七
月
、
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
に
お
い
て
主

要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ

れ
て
い
る
中
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
に
お
い

て
、
鉄
道
や
バ
ス
を
標
的
と
し
た
四
件
の

爆
発
が
連
続
し
て
発
生
し
、
五
六
人
が
死

亡
、
約
七
〇
〇
人
が
負
傷
す
る
テ
ロ
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
そ

の
二
週
間
後
に
も
同
様
の
テ
ロ
事
件
が
発
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英国・ロンドンにおける同時多発テロ事件（2005年（平成17年）７月）（時事）

生
し
ま
し
た
（
死
傷
者
な
し
）。
こ
れ
ら
の
テ
ロ
事

件
は
、
欧
州
の
主
要
国
に
居
住
す
る
若
者
が
過
激
化

し
、
実
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
国
に
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
四
月

に
、チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ジ
ェ
ル
バ
島
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ

ダ
ヤ
教
礼
拝
所
）
の
近
く
で
車
両
が
爆
発
し
た
テ
ロ

事
件
、
同
年
一
一
月
に
、
ケ
ニ
ア
・
モ
ン
バ
サ
に
お

け
る
ユ
ダ
ヤ
系
ホ
テ
ル
に
対
す
る
車
両
に
よ
る
自
爆

テ
ロ
事
件
、二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
五
月
に
モ
ロ
ッ

コ
・
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
計
五
か
所
で
、
爆
弾
が
ほ
ぼ

同
時
に
爆
発
し
た
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
て
い
る
ほ

か
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
一

〇
月
に
タ
バ
で
、
二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
七
月
に

は
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
で
連
続
爆
弾
テ
ロ

事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
多
数
の
死
傷
者
を
伴
う
大

規
模
・
無
差
別
テ
ロ
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

二　
イ
ラ
ク
情
勢

　

二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
三
月
、
米
国
等
に
よ
る

イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
が
開
始
さ
れ
、翌
四
月
、

首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
が
陥
落
し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
は
事

実
上
崩
壊
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
は
、

同
年
五
月
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
主
要
な
戦
闘
の
終
結

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
六
月
に
は
主

権
委
譲
が
行
わ
れ
、
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
が
発
足
し
ま

し
た
が
、主
権
委
譲
を
前
に
し
て
治
安
は
悪
化
し
、外

国
人
を
対
象
と
し
た
人
質
事
件
も
多
発
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
一
月
に
は
暫
定
国
民
議

会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
同
年
四
月
に
は
移
行
政
府
が

発
足
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ク
の
治
安
は
依
然

と
し
て
安
定
せ
ず
、
同
政
府
発
足
後
も
、
同
政
府
や

米
軍
に
対
す
る
反
感
、宗
派
間
の
対
立
等
を
背
景
に
、

米
軍
等
の
駐
留
外
国
軍
、
治
安
部
隊
等
イ
ラ
ク
移
行

政
府
の
関
係
者
、
同
国
の
政
党
幹
部
等
を
対
象
と
し

た
武
装
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
イ
ラ
ク
で
は
、
ア
ブ
・
ム
サ
ブ
・
ア
ル
・

ザ
ル
カ
ウ
ィ
の
よ
う
な
外
国
人
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ほ

か
、
旧
フ
セ
イ
ン
政
権
関
係
者
等
の
ス
ン
ニ
派
武

装
勢
力
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
の
活
動
が
最
も
盛
ん
な
地
域
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
ザ
ル
カ
ウ
ィ

が
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
一
〇
月
、
オ
サ
マ
・

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
の
連
携
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
動

向
も
あ
り
、
イ
ラ
ク
情
勢
が
今
後
、
国
際
社
会
の
治

安
情
勢
に
与
え
る
影
響
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
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三　
東
南
ア
ジ
ア
の
テ
ロ
情
勢

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

今
や
ア
ジ
ア
を
含
む
世
界
各
地
に
拡
大
し
て
い
る
と

み
ら
れ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
、

「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
を
始
め
と
す
る
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。

（
一
）「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
の
動
向　

　
「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

ら
に
よ
り
一
九
九
三
年（
五
年
）こ
ろ
に
設
立
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
南
部
、
タ
イ
南
部
に
ま
た
が
る
広
大
な
イ
ス
ラ
ム

　

こ
れ
ま
で
、「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ

ミ
ア
」
又
は
そ
の
幹
部
が
関
与
し
た
と

み
ら
れ
る
主
な
テ
ロ
事
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け

る
爆
弾
テ
ロ
事
件

（
二
〇
〇
二
年（
平
成
一
四
年
）一
〇

月
一
二
日
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
い

て
、
バ
ー
や
デ
ィ
ス
コ
が
連
続
し
て
爆

破
さ
れ
、
邦
人
二
人
を
含
む
二
〇
二
人

が
死
亡
、
三
〇
〇
人
以
上
が
負
傷
し
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
当
局
は
、
主
犯

タ
に
お
け
る
米
国
系
大

型
ホ
テ
ル
に
対
す
る
自

動
車
爆
弾
に
よ
る
自
爆

テ
ロ
事
件
（
二
〇
〇
三

年（
平
成
一
五
年
）八
月

五
日
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ

カ
ル
タ
に
お
い
て
、
米
国

系
大
型
ホ
テ
ル
が
自
動
車

爆
弾
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
の

標
的
と
さ
れ
、
一
二
人
が

死
亡
、
一
五
〇
人
以
上
が

負
傷
し
ま
し
た
。

国
家
の
建
設
を
目
的
に
、
国

境
を
越
え
て
東
南
ア
ジ
ア
一

帯
を
活
動
拠
点
と
し
て
い
る

と
み
ら
れ
ま
す
。「
ジ
ェ
マ

ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
は
、
オ

サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
率
い

る
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
と

も
関
係
を
有
し
て
い
る
と
さ

れ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
に

存
在
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

組
織
の
中
で
、
大
規
模
・
無

差
別
テ
ロ
を
行
う
危
険
性
の

最
も
高
い
組
織
で
す
。

●　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
け
る
豪
州

大
使
館
前
爆
弾
テ
ロ
事
件
（
二
〇
〇
四
年（
平
成

一
六
年
）九
月
九
日
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
前
で
、
走
行
中
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
爆
発

し
、
一
一
人
が
死
亡
、
一
八
〇
人
以
上
が
負
傷
し
ま

し
た
。

●　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
（
二
〇
〇
五
年（
平
成
一
七
年
）一
〇
月

一
日
）

　

バ
リ
島
の
三
か
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
自
爆
テ
ロ
に

よ
る
爆
発
が
発
生
、
邦
人
一
人
を
含
む
二
三
人
が
死

亡
、
一
四
〇
人
以
上
が
負
傷
し
ま
し
た
。

インドネシア・バリ島における爆弾テロ事件
（2002年（平成14年）10月）

インドネシア・ジャカルタにおける豪州大使館前爆弾テロ事件
（2004年（平成16年）９月）

格
を
含
む
容
疑
者
を
逮
捕
し
、
犯

行
に
「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」

が
関
与
し
て
い
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
犠
牲
者
の
多
く
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
ら
外
国
人
観
光
客
で
し

た
。

　

事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る

「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
幹

部
通
称
ハ
ン
バ
リ（
リ
ド
ゥ
ア
ン
・

イ
サ
ム
デ
ィ
ン
）
は
、
二
〇
〇
三

年
（
一
五
年
）
八
月
一
一
日
、
タ

イ
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。

●　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
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（
二
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
テ
ロ
情
勢

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
南
部
を
中
心
に
、
同
国
か
ら

の
分
離
独
立
と
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
樹
立
を
目
的
と

し
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
が
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

同
国
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
支
配
地
域
を
有
す

る
「
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
」
は
、
政
府
と
の

間
で
激
し
い
戦
闘
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇

〇
三
年
（
一
五
年
）
七
月
に
政
府
と
停
戦
協
定
を
締

結
し
、
現
在
は
和
平
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
の
和
平
交
渉
に
反
対
す
る
同
組
織
の
一
部
は
、

他
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
等
と
連
携
し
、
同
国
内
に
お

け
る
テ
ロ
活
動
に
関
与
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
活

派
「
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
・
グ
ル
ー
プ
」
は
、近
年
の
政

府
に
よ
る
掃
討
作
戦
に
よ
り
、
そ
の
勢
力
は
減
退
し

て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
軍

や
警
察
等
に
対
す
る
襲
撃
事
件
、「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ

バ
オ
国
際
空
港
に
お
け
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
」
の
よ
う

な
爆
弾
テ
ロ
事
件
等
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
改
宗
者
で
構
成

さ
れ
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
組
織
の
テ
ロ
へ
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
相
互
に
、
ま

た
、「
ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」
と
の
間
で
、
連

携
を
強
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
三
）
タ
イ
南
部
の
テ
ロ
情
勢

　

タ
イ
南
部
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
数
居
住
し
て

お
り
、
歴
史
的
に
分
離
独
立
運
動
が
活
発
な
地
域
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
一
月
以
降
、タ
イ
で
は
、

治
安
当
局
者
等
を
ね
ら
っ
た
襲
撃
事
件
が
相
次
い
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
一
、〇
〇
〇
人
以
上
が
死
亡
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
分
離

独
立
運
動
の
ほ
か
、犯
罪
組
織
等
に
よ
る
利
権
争
い
、

中
央
政
府
へ
の
反
発
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
二
月
及
び
四
月
に
は
、

自
動
車
爆
弾
に
よ
る
テ
ロ
事
件
や
、
こ
れ
ま
で
襲
撃

事
件
等
が
発
生
し
て
い
た
同
国
南
部
三
県
以
外
の
地

域
の
国
際
空
港
に
対
す
る
テ
ロ
事
件
が
発
生
す
る
な

ど
、こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
手
法
を
用
い
た
り
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
地
域
や
対
象
を
標
的
と
し
た
り

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
国
際
テ
ロ
組
織
の
関
与
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

四　
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
の
脅
威

　

近
年
、
核
・
生
物
・
化
学
物
質
を
使
用
し
た
テ
ロ

の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
一
年
（
一
三

年
）
に
は
、
米
国
で
炭
疽そ

菌
事
件
が
発
生
し
た
ほ

か
、
二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
に
は
、「
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
」
メ
ン
バ
ー
の
米
国
人
が
、
放
射
性
物
質
を
ま

き
散
ら
す
「
汚
い
爆
弾
」（
ダ
ー
テ
ィ
・
ボ
ム
）
に

よ
っ
て
米
国
を
攻
撃
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三
年
（
一
五

年
）
一
月
に
は
、
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
北

ア
フ
リ
カ
系
と
み
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
グ
ル
ー

プ
が
、
猛
毒
リ
シ
ン
関
連
物
質
を
所
持
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）

二
月
に
は
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
、
上
院

院
内
総
務
事
務
所
か
ら
リ
シ
ン
が
発
見
さ
れ
る
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
等
の
国
際
テ
ロ
組
織
が
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
に
関
心
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
度
々
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
関
連
事
案
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ミンダナオ島ダバオ国際空港における爆弾テロ事件
（2003年（平成15年）３月）（時事）

発
に
活
動
し

て
い
る
と
み

ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
く

フ
ィ
リ
ピ
ン

南
部
を
活
動

拠
点
と
し
、

同
国
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ム

国
家
の
樹
立

を
目
指
し
て

活
動
す
る
イ

ス
ラ
ム
過
激


